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研究主題 

意欲的に学び、思考力・判断力・表現力を高める授業の創造 

～効果的にＩＣＴ機器を活用した授業改善を通して～ 
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令和５年１１月９日（木） 

学級 教科 単元名 授業者 授業会場 

１年１組 理科 「光と音（光の性質）」 大穂 真実 １年１組教室 

２年２組 数学科 「図形の調べ方（多角形の角）」 矢羽田 美奈子 
田中 富基 

２年２組教室 
２年１組教室 

３年１組 社会科 「消費生活と市場経済」 井上 雄太 ３年１組教室 



 

第１学年１組 理科学習指導案 

直方市立直方第二中学校 

指導者  大穂 真実  
１ 単元名 「光の性質」 

 

２ 単元設定の理由  

[単元の価値から] 
「光」は古くから私たちにとって身近な存在で

あり、生物が生きていく上で必要不可欠なエネル
ギーである。また、科学技術の分野でも情報通信
等で光の性質を利用した素材が活躍しており、光
はさらに私たちの生活に無くてはならない存在に
なっている。その一方で、「ものが見える」ことは
光の乱反射によるものだが、普段の生活の中で私
たちがこのことを意識することはほとんど無い。
反射により鏡の向こうに像が見える現象や、屈折
により水やガラス越しに見た物体がずれて見える
現象も、余りにも身近な現象なのでしくみを考え
ることがほとんど無い。小学校第３学年において、
光が鏡などの物体の表面ではね返ることやはね返
った光はまっすぐに進むこと、虫めがねで光を集
めることができることを学習している。しかし、
それらの現象とものの見え方との関係についてま
では、学習していない。 

本単元は、光による物理現象に関する実験や観
察を行い、その結果から規則性や性質を見出させ
たり再認識させたりすることで、生徒の興味・関
心を高めるとともに、科学的な見方や考え方を養
うことをねらいとしている。そのために、定量的
な測定実験として終わらせるのではなく、日常生
活でのものの見え方と関連付けて考えさせてい
きたい。生徒が習得している日常での経験や知識
を活用する場面を多く設定することが出来るこ
とから、生徒の思考力や表現力を育てる上でも大
変重要な単元であると考える。 

[生徒の実態から］ 
事前に、本学級の生徒に４段階評価

のアンケートをとったところ、「理科が
得意である」（2.26）と、理科が得意な
者が少ないことが分かった。これは、
「考察することができる」（2.41）と、
考察が苦手な生徒が多いことが原因だ
と考えられる。一方、「観察、実験が好
きである」（3.32）、「実験に進んで参加
している」（3.09）と、本学級の生徒は、
観察・実験に意欲的に取り組んでいる
者が多いことや、「意見交流をすること
が好きである」（2.82）、「意見交流で考
えを深めている」（2.85）と、意見交流
について好意的な生徒も多いことが分
かった。ものの見え方については、普段
と違う見え方をすることに「疑問をも
ったことがある」（2.74）と、疑問をも
つ生徒もいれば、もたない生徒もいる
という結果だった。 
 そこで、授業では、まず観察・実験で
生徒の学習意欲を喚起する。そして、意
見交流をすることによって生徒が様々
な考えに触れ、考察が苦手な生徒でも
考えを深めやすいようにしていきた
い。また、身近な教材を取り上げること
で、光に対する興味・関心を高め、生徒
が日常生活の中で科学的に思考する機
会を増やしていきたい。 

[単元の指導にあたって] 
 本単元では、光に関する身近な現象と関連させながら光の反射や屈折の実験を行い、光の
規則性を見出させることが主なねらいである。 
 本単元の指導にあたっては、第一次では、光の反射、光の屈折、凸レンズによるものの見
え方を実際に体験させ、光による物理現象を再認識させる。【着眼１】第二次、第三次では、
光の進み方に関する身近な現象と関連させながら、光の反射や屈折の実験を行い、光が鏡で
反射するときや光が水やガラスの境界面で屈折するときの幾何光学的な規則性を見出させ
ていく。そして、求めた規則性を元に、光に関する身近な現象とものの見え方について考え
させる。その際、授業の記録や実験の様子を写真に撮ってロイロノートに保存蓄積させたも
のを、いつでも確認出来るようにする。また、意見交流の際にロイロノートで友達の意見を
見ることが出来るようにして、目的の情報に辿り着きやすいようにする。【着眼２】第三次
では、物体と凸レンズの距離を変え、実像や虚像ができる条件を調べさせ、像の位置や大き
さ、像の向きについての規則性を定性的に見出させていく。 

本単元の学習を通して、光に関する観察・実験を行い、規則性やそれに関する現象を理解
させる。生徒に身近な現象を例に出すことによって、日頃は意識していない光に関する現象
に改めて目を向けさせ、日常的、科学的に思考するように仕向けていきたい。また、ＩＣＴ
機器を活用し、写真や図を提示することによって視覚的にとらえさせることや、タブレット
端末に授業で得たものを蓄積させることによって、考えを整理したりまとめたりさせなが
ら内容理解の定着を促したい。 



 

３ 単元の目標 

○ 光に関する事物・現象を日常生活と関連付けながら、光の反射や屈折、凸レンズの働き

を理解するとともに、それらの観察、実験などに関する技能を身に付けている。 

 【知識及び技能】 

○ 光について、問題を見いだし見通しをもって観察、実験などを行い、光の反射や屈折、

凸レンズのはたらきの規則性や関係性を見いだして表現している。 

【思考力、判断力、表現力等】 

○ 光に関する事物・現象に進んで関わり、見通しをもったり振り返ったりするなど、科学 
的に探究しようとしている。             【学びに向かう力、人間性等】 

 

４ 単元計画（総時数８時間）  

時間 学習内容 評価規準 

第一次 

１時 

１ 身近な例を参考に、身のまわりの物体が見え

る理由を考え、まとめる。 

 

□光による身近な現象に関心を持ち、

ものの見え方について進んで考えよう

としている。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

第二次 

２時 

２ 光の反射の実験を行い、鏡で反射するときの

光の進み方を考える。 

３ 反射の法則をもとに、鏡に映る物体と見かけ

の位置の求め方について考え、まとめる。 

□光源装置と鏡を用いて光の道すじを

実験で調べ、光の反射の規則性に気付

くことができる。  【知識・技能】 

□作図を行い、鏡の中の像の位置を求

めることができる。 【知識・技能】 

第三次 

２時 

 

 

本時 

４ 光の屈折の実験を行い、ガラスで屈折すると 

きの光の進み方を考える。 

 

 

５ ガラスを通し斜めから物体を見ると物体が 

ずれて見える理由を考え、話し合い、説明する。 

□光源装置と半円ガラスを用いて光の

道すじを実験で調べ、光の屈折の規則

性に気付くことができる 

【知識・技能】 

□光の屈折による現象について、光の

進み方と物の見え方について着目し、

考察している。【思考・判断・表現】 

第四次 

３時 

６ 凸レンズによってできる像の位置や向き、大 

きさについて調べる。 

７ 凸レンズで屈折した光の進み方とできる像 

を作図し、実験結果と比較する。 

８ 単元をふりかえり、もう一度身の回りの物体 

が見える理由を考え、まとめる。 

□凸レンズを用いた実験を行い、結果

を記録している。  【知識・技能】 

□凸レンズでの像のでき方を作図で求

めることができる。 【知識・技能】 

□実験結果から作図をもとに規則性や

関係性を見出し、適切に説明している。 

【思考・判断・表現】 

 

５ 本時 令和５年１１月９日（木） ５校時 於：１年１組教室 

（１） 主眼 

ガラスを通して斜めから物体を見ると物体がずれて見える理由を考える活動を通して、 

 光の屈折による身近な現象を、規則性と関連付けて考えることができるようにする。 



 

（２） 研究の視点 

（３）展 開 

段 
階 主な学習活動 指導上の留意点と評価(※) 配
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１ 前時までの学習内容を振り返り、

本時の見通しをもつ。 
 前時の内容 
  光が空気中からガラスや水に入射 
  するときは「入射角＞屈折角」、 
  光がガラスや水中から空気中に入  
  射するときは「入射角＜屈折角」 
  という関係になる。 
 
 
２ 本時のめあてをつかむ。 
 
 
３ 像がずれて見える理由を考える。 
（１）自分の考えを書き、教師にロイ

ロノートで送る。 
 
４ 意見交流をする。 
（１）他の生徒の意見を確認する。 

（２）説明を聞きたい生徒のところに

行き、説明してもらう。 

（３）意見を修正したものを再投稿す

る。 

（４）発表する。 

 

 

 

 

 

 

○ 自分の考えをもちやすくするため

に、前時までの学習内容を確認する。 
 
○ 光の屈折による現象を確認するため

に、演示実験を見せる。【着眼１】 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 個人の考えをつくりやすくするため

に、実験結果や光の反射のときのノー

トを確認するように声をかける。 

 

 

○ 自分の意見と他の生徒の意見を比較

できるように、ロイロノートで確認さ

せる。【着眼２】 

○  交流が円滑に行えるようにするた

めに、意図的に声かけをしてグルーピ

ングの補助を行う。 

 

※ 光の屈折の仕方や目が受け取る感じ

方、結果としてどのように見えるかを

説明している。（タブレットの記述） 

【思考・判断・表現】 
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【着眼１】単元や授業の過程における、学習意欲を喚起するための工夫 

  生徒が「なぜ？」と思う光の屈折による現象を見せる。また、光の反射が見せる現象を説明した手

順を踏めば、屈折が見せる現象も説明できることを伝える。 
【着眼２】「一人学び」や「協働学び」における、自分の考えをつくり、広げたり、深めたりするための

ICT 機器の効果的な活用 

・学習内容をロイロノートに蓄積しておき、「一人学び」の際に、生徒がいつでも振り返ることがで 
きるようにする。 

・「協働学び」において、ロイロノートで友達の考えを自由に見た後に意見交流をすることによっ 
て、自分の考えを広げたり深めたりすることができるようにする。 

めあて  ガラスを通して斜めから物体を見るとずれて見えるのはなぜか、 
実験結果を利用して説明しよう。 

予想される生徒の反応 
          光は屈折して目に入っ 

てくるが、目は光が直進 
してきたと感じるので、 
像がずれる。 



 

振

り

返

る 

５ 本時の学習をまとめる。 

 

 

 

 

６ 本時の学習を振り返る。 

（１）別の角度から見ると、鉛筆はどの 

ように見えるかを考える。 

 ・左から見ると、ガラスを通した部分 

は右にずれて見える。 

○ 考えをクラス全体で共有するため 
に、黒板で意見をまとめる。 

 
 
 
○  光の屈折の仕方や目からの見え方

を再確認させるために、別角度からだ

とどのように見えるかを考えさせる。 

10 
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まとめ  光はガラスと空気の境界面で屈折して目に入ってくるが、目は光が 
直進してきたと感じるので、像はずれて見える。 



 

 第２学年２組 数学科学習指導案 

直方市立直方第二中学校 
指導者  矢羽田 美奈子（標準コース） 

田中 富基（基礎コース） 
１ 単元名 「図形の調べ方」 

２ 単元設定の理由  

[単元の価値から] 
 小学校においては、図形を構成する要素や図形間の
関係などに着目し、図形の性質や図形の計量について
学習している。三角形、四角形の内角の和については、
実測、実験を通して帰納的、直感的に学習をしている。 
 学習指導要領では、三角形や四角形などの多角形の
角の大きさについての性質を、数学的な推論を用いて
調べることができるようになることをねらいとして
いる。その際、図形を観察したり、作図したりする操
作や実験などの活動を通して、その推論の過程を他者
に伝わるようにわかりやすく表現できるようになる
ことを重視している。 

本単元は、初めて本格的に図形の性質を演繹的に確
かめ、論理的に考察し表現することが取り扱われるよ
うになる。ここでは、補助線を引いたり、操作活動を
したりして、基本的な図形の性質を見いだすことを学
習する。さらに、その性質の証明から新たな図形の性
質を見いだすことや図形の性質を具体的な場面で活用
することも学習する。ここで身に付けた、演繹的に推
論する力、論理的に説明する力は、今後の図形の証明
の基礎となるものである。この単元において、根拠を
もとに他者に筋道を立てて説明し、論理的に考察し表
現する力を育成することは、大変意義がある。 

[生徒の実態から］ 
 三角形の３つの角の和は何度にな
るかという問題に対する正答率は
90％以上であったが、三角形の３つ
の角の和が180°になる理由を説明し
なさいという問題に対しては、正三
角形を利用したり、３つの角を一直
線上に集めたりする方法で説明でき
た生徒は 40％程度であった。図形の
性質を説明する際、根拠を明らかに
して説明することに課題が見られ
る。その要因は、図形の性質の意味
が十分に理解できていないことや、
筋道を立てて考え、根拠を明らかに
して説明するといった活動に慣れて
いないことが考えられる。 
 このことから、基本的な図形の性
質が成り立つ理由を、補助線を引く
操作活動を通して、筋道を立てて根
拠を明らかにして考えさせる。ま
た、交流活動において、他者にわか
りやすく伝えるために筋道を一つ一
つ確認しながら進めていく。 

[単元の指導にあたって] 
 指導にあたっては、図形の証明の必要性やよさを感じさせることが重要であると考え
る。そのためには、直感的に発見した図形の性質や関係が、なぜそうなるかを、既習の図
形の性質を根拠とした論理的な説明によって納得したり、図形の性質の関係の一般性を理
解したりすることが大切だと考える。 
 第一次においては、多角形の内角や外角の性質を見つける際に、補助線を引き筋道立てて
説明することで論理的に説明できることを実感させ、図形の性質の一般化が図れることを理
解させていく。 

第二次の三角形の合同条件を使った証明では、すでに正しいと認められていることがらを
根拠とし、仮定から結論を導くという推論の流れを経験させ、「証明の進め方」を理解させる。 

この単元では、自分の考えた証明の筋道を班や全体で説明させる活動の際に、ICT 機器を
活用することで、複数の考えを容易に比較させ、多様な見方・考え方に触れさせ、考えを深
めさせる。【着眼２】また、ICT 機器を用いて図形を動かし、条件を変更した問題を設定し取
り組ませることで、新たな図形の性質を見つけたり、共通する関係を見つけたりすることが
できるようにする。【着眼１】 

 
３ 単元の目標 

○ 平行線や角の性質、多角形の角についての性質を見いだし、理解することができる。ま
た、三角形の合同条件について理解するとともに、証明の必要性と意味及びその方法につ
いて理解することができる。                     (知識及び技能) 

○ 基本的な平面図形の性質を見いだし、平行線や角の性質をもとにしてそれらを確かめ、
説明することができる。また、三角形の合同条件などをもとにして図形の性質を論理的に
確かめることができる。                (思考力、判断力、表現力等) 

○ 図形の性質などを証明することのよさを実感し、学んだことを生活や学習に生かそうと
したり、平面図形を活用した問題解決の過程をふり返って評価・改善しようとしたりする。 

                              (学びに向かう力、人間性等) 
 



 

４ 単元計画（総時数１６時間）  
時間 学習内容 評価規準 
第一次 

第 1 時

～ 

第 3 時 

第１節 平行と合同 角と平行線 
・平行線のかき方から平行線の性質を見付ける。 
・平行線の性質が正しいことを角の性質から説明 
する。                           

□対頂角とその性質、平行線の性質について理解
することができる。              [知識・技能] 
□対角線や平行線の性質を見いだし、根拠を明ら
かにして説明することができる。 

[思考・判断・表現] 

第一次 

第 4 時 

 

多角形の角「三角形の内角の和、内角と外角の関係」 
・三角形の内角の和が 180°になることを平行線の 
性質を使って説明する。       
・証明の中からわかる外角と内角の関係の性質を 
見付け説明する。             

□三角形の内角の和を平行線の性質を使って証
明し、内角・外角の関係を理解することができ
る。                       [知識・技能] 
□三角形の内角の和は 180°であることを平行線
の性質などをもとにして説明することができる。 

[思考・判断・表現] 

第一次 

第 5 時 

 

多角形の角「多角形の内角の和」 
・四角形・五角形・・・の内角の和を調べ、その 
関係性を見付ける。        
・ｎ角形の内角の和を式を使って説明する。 

 

□多角形の内角の和を三角形の内角の和をもと
にして求めることができる。      [知識・技能] 
□多角形の内角の和を三角形の内角の和をもと
にして説明することができる。 
□規則性から、導き出される式を、図形と関連付
けながら説明することができる。 

[思考・判断・表現] 

第一次 

第 6 時 

 

多角形の角「多角形の外角の和」 
・四角形・五角形・・・の外角の和を調べ、その 
関係性を見付ける。        
・ｎ角形の外角の和を、式を使って説明する。 

 

□多角形の外角の和を多角形の内角の和をもと
にして導き、その意味を理解することができる。 

[知識・技能] 
□多角形の外角の和を多角形の内角の和をもと
にして式や図形を使って説明することができる。 
□規則性から、導き出される式を、図形と関連付
けながら説明することができる。 

[思考・判断・表現] 

第一次 

第 7 時 

 

本時 

多角形の角「へこみのある四角形の角」 
・へこみのある四角形の角度を平行線や角の性質 
を用いて求める。          

 

□へこみのある四角形の角度の和を平行線や角
の性質を用いて説明することができる。 

         [思考・判断・表現] 

第一次 

第 8 時

～ 

第 10

時 

三角形の合同 
・合同な図形について角や辺の長さの性質につい 
て理解する。           
・三角形の決定条件をもとにして、三角形の合同 
条件をまとめる。         

□三角形の合同条件を、三角形の決定条件をもと
にして導きまとめることができる。[知識・技能] 
□三角形の合同条件を用いて、２つの三角形が合
同であるかを説明することができる。 

  [思考・判断・表現] 

第二次 

第 1 時

～ 

第 2 時 

第２節 証明 証明とそのしくみ 
・たこづくりの中にある合同な三角形を見付け合 
同になる理由を考える。      
・角の二等分線の作図が正しいことを、三角形の 
合同条件を根拠に説明できる。 

□仮定と結論を明確にし、結論が何を根拠に導か
れるのか、そのしくみを理解することができる
る。                           [知識・技能] 
□図形の性質などを証明することの意味を理解
し、その証明の筋道を考えることができる。 

   [思考・判断・表現] 

第二次 

第 3 時

～ 

第 6 時 

証明の進め方 
・図形の性質をもとに証明の進め方を整理する。 
・証明の見通しを立てるために大切なことをまと 
める。              

□証明の必要性と意味及びその方法について理
解することができる。            [知識・技能] 
□図形の性質を導くために、見通しを立てて証明
を考えることができる。 

    [思考・判断・表現] 

 

５ 本時 令和５年１１月９日（木） ５校時  於：２年２組教室（標準コース） 

                         ２年１組教室（基礎コース） 

⑴  主 眼  

   へこみのある四角形の角度を求める方法を説明する活動において、補助線を引き平行線 

や角の性質を用いて説明することができるようにする。  

⑵ 準 備 学習プリント、電子黒板、ヒントカード、タブレット 



 

A

⑶ 展 開（標準コース） 
段 
階 主な学習活動 指導上の留意点と評価(※) 配

時 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見

通

す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

つ

１ 前時の課題を振り返り、へこみのあ

る四角形の角度を求める。 

 

 

 

・AD を延長した補助線を引く 

 

 

 

・点 A と C を結ぶ補助線を引く 

 

 

 

 ・点 B と D を結ぶ補助線を引く 

 

 

 

２ 本時の課題を把握し、めあてをつか

む。 
課題１：∠a＋∠b＋∠c＝∠x 

 

 

 

 

 

３ 見通しを立てる。 

 

 

 

 

 

〇 補助線の引き方を復習するため

に、前時の課題を振り返る。 

〇 ICT 機器を用いて図形を動かす

ことで、前時の課題から本時の課

題へと導き、へこみのある図形の

角度に対して疑問をもたせ、課題

解決の意欲を高める。【着眼１】 

〇 補助線を引いて考えれば良いと

いうことに気付かせるために、前

時の課題の条件を変えた課題であ

ることを確認する。 

〇 既習の性質を振り返ることがで

きるようにするために、前時まで

に学習した内容をまとめたロイロ

ノートを確認させる。【着眼２】 

 

 

〇 へこみのある四角形の角度の一

般化を求めるために、それぞれの

角度を文字で表して考えさせる。 

 

 

 

 

〇 補助線を引いて考えれば良いこ

とを確認する。 

〇 自分の考えをつくる際には、補

助線を引き、印や記号を記入させ

たり、式を立てたりして考えさせ

る。 
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【着眼１】単元や授業の過程における、学習意欲を喚起するための工夫 

  本時の学習の導入時に ICT 機器を用いて図形を動かし、前時の課題をもとに、どのよ

うな問題が考えられるかを問い、本時の課題へと導き、へこみのある図形の角度に対し

て疑問をもたせ、課題解決の意欲を高める。 

【着眼２】「一人学び」や「協働学び」における、自分の考えをつくり、広げたり、深めた

りするための ICT 機器の効果的な活用 

・前時までにロイロノートにまとめた学習内容を、「一人学び」の際に、生徒がいつで

も振り返ることができるようにする。 

・「協働学び」において、ICT 機器（ロイロノート）を活用することで、学級全体で複

数の考えを比較させ、自分のものの見方や考え方を深められるようにする。  

めあて ∠a＋∠b＋∠c＝∠xになる理由を、補助線を引いて説明しよう。 

∠𝑥 の大きさを求めなさい。 
 

A

B C 

C B 

D 
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く
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深
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４ 課題１を解決する。 

⑴ 個人の考えをつくる。 

 ・AD を延長した補助線を引く 

 

 

 

・点 A と C を結ぶ補助線を引く 

 

 

 

   

・点 B と D を結ぶ補助線を引く 

 

 

 

・点 D を通る、辺 BC と平行な線を引く 

 

 

 

 ・点 A を通る、辺 BC と平行な線を引く 

  点 D を通る、辺 BC と平行な線を引く 

 

 

  

⑵ 班で交流し、既習の知識を使って

根拠を明らかにしながら説明する。 

 

 

  

 

 

 

 

⑶ 全体で交流する。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

〇 考えをつくることができない生

徒には、レベルに合わせたヒント

カードを配信したり、友達から助

言をさせたりする。 

〇 既習の性質を振り返ることがで

きるようにするために、前時まで

に学習した内容をまとめたロイロ

ノートを確認させる。（着眼２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 自分の考えを相手にわかりやす

く説明させるために、図形の中に

補助線を引き、印や記号を記入し

たり、式をつくったりして、どの

性質を使ったのか明確にしながら

説明させる。                 

〇 多様な見方・考え方に触れさせ、

考えを深めさせるために、班や全

体で説明させる活動では ICT 機器

を活用する。    【着眼２】 

〇 友達と交流して自分にはなかっ

た考えがあればワークシートに記

入させる。 

〇 補助線の引き方は複数あること

を確認する。 

※ へこみのある四角形の角度を

平行線や角の性質を用いて説明し

ている。（ワークシート） 

       【思考・判断・表現】 
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A

 

 

 

 

ま

と

め

る 

 

振

り

返

る 

５ 本時の学習をまとめる。 

 

 

 

 

６ 本時の学習を振り返る。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 課題１で見つけた性質を使い、

課題１の条件を変えた課題に取り

組ませる 

〇 課題１で見付けた性質や既習の

性質を利用しながら求め方を交流

させる。      （着眼２） 

〇 学習内容を定着させるために、

振り返りの文章表記をさせる。 
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⑶ 展 開（基礎コース） 

段 
階 主な学習活動 指導上の留意点と評価(※) 配

時 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見

通

す 

 

 

 

 

１ 前時の課題を振り返り、へこみのあ

る四角形の角度を求める。 

 （前時の振り返り） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・AD を延長した補助線を引く 

 

 

 

 

 ・点 A を通る、辺 BC と平行な線を引く 

 

 

 

 

 

 

〇 補助線の引き方を復習するため

に、前時の課題を振り返る。 

〇 補助線をひくことで、何の性質

が使えるのかを確認する。 

〇 ICT 機器を用いて図形を動かす

ことで、前時の課題から本時の課

題へと導き、へこみのある図形の

角度に対して疑問をもたせ、課題

解決の意欲を高める。【着眼１】 

〇 補助線を引いて考えれば良いと

いうことに気付かせるために、前

時の課題の条件を変えた課題であ

ることを確認する。 

〇 既習の性質を振り返ることがで

きるようにするために、前時まで

に学習した内容をまとめたロイロ

ノートを確認させる。【着眼２】 

〇 補助線をひいて三角形に分ける

ことで、何の性質が使えるのかを

考えさせる。 
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まとめ へこみのある四角形の角度は、補助線を引いて、平行線や三角形の
内角・外角の性質を使うことで説明できる。 
∠a＋∠b＋∠c＝∠x （ブーメラン型） 

課題２：次の図で∠𝑥 の大きさを求め

なさい 
 

∠𝑥 の大きさを求めなさい。 
 

A

B C 

B C 
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つ

く
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２ 本時の課題を把握し、めあてをつか
む。 

課題１：∠a＋∠b＋∠c＝∠x 

 

 

 

 

 

３ 見通しを立てる。 

 

 

 

 

 

 

４ 課題１を解決する。 

⑴ 個人の考えをつくる。 

 ・AD を延長した補助線を引く 

 

 

 

 

   

・点 B と D を結ぶ補助線を引く 

 

 

 

 

 ・点 A を通る、辺 BC と平行な線を引く 

  点 D を通る、辺 BC と平行な線を引く 

 

 

  

 

⑵ 班で交流し、既習の知識を使って

根拠を明らかにしながら説明する。 

 

 

  

 

 

 

 

〇 へこみのある四角形の角度の一

般化を求めるために、それぞれの

角度を文字で表して考えさせる。 

 

 

 

 

 

〇 補助線を引いて考えれば良いこ

とを確認する。 

〇 自分の考えをつくる際には、補

助線を引き、印や記号を記入させ

たり、式を立てたりして考えさせ

る。 

 

〇 考えをつくることができない生

徒には、レベルに合わせたヒント

カードを配信したり、友達から助

言をさせたりする。 

〇 既習の性質を振り返ることがで

きるようにするために、前時まで

に学習した内容をまとめたロイロ

ノートを確認させる。（着眼２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 自分の考えを相手にわかりやす

く説明させるために、図形の中に

補助線を引き、印や記号を記入し

たり、式をつくったりして、どの

性質を使ったのか明確にしながら

説明させる。                 

〇 多様な見方・考え方に触れさせ、

考えを深めさせるために、班や全

体で説明させる活動では ICT 機器

を活用する。    【着眼２】 
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めあて ∠a＋∠b＋∠c＝∠xになる理由を、補助線を引いて説明しよう。 
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振

り

返
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⑶ 全体で交流する。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

５ 本時の学習をまとめる。 

 

 

 

 

６ 本時の学習を振り返る。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 友達と交流して自分にはなかっ

た考えがあればワークシートに記

入させる。 

〇 補助線の引き方は複数あること

を確認する。 

※ へこみのある四角形の角度を

平行線や角の性質を用いて説明す

ることができる。（ワークシート） 

       【思考・判断・表現】 

 

 

 

 

 

 

〇 課題１で見つけた性質を使った

課題に取り組ませる 

〇 課題１で見付けた性質や既習の

性質を利用しながら求め方を交流

させる。      （着眼２） 

〇 学習内容を定着させるために、

振り返りの文章表記をさせる。 
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まとめ へこみのある四角形の角度は、補助線を引いて、平行線や三角形の
内角・外角の性質を使うことで説明できる。 
∠a＋∠b＋∠c＝∠x （ブーメラン型） 

課題２：次の図で∠𝑥 の大きさを求め

なさい 
 
①       ② 
 
 
 



第３学年１組 社会科学習指導案 
直方市立直方第二中学校  
指導者 井上 雄太 

１ 単元名 「働き方改革関連法を評価する」（市場の働きと経済） 
 
２ 単元設定の理由 

［単元の価値から］ 

 経済と労働に関して生徒はこれまで
に、地理的分野においては各国の労働
の在り方や経済のあらまし、国家間で
経済格差が起こるメカニズムなどを学
習している。歴史的分野においては日
本の経済について過去からどのように
経済の仕組みが変化してきたのかを学
んでいる。それらを踏まえπ型構造の
上に位置する公民的分野では、現代の
経済と労働について地歴の学習で学ん
だ概念的知識を発揮しながら学習を進
め、現代における経済と労働における
記述的知識や概念的知識を身につけさ
せていきたい。 
 本単元は、学習指導要領社会編中項
目「市場の働きと経済」のうち、勤労
や労働の精神を取り上げ、一つの単元
として構成したものである。学習指導
要領では、労働については「勤労観や
職業観の基礎を培うことが必要であ
り、労働条件の維持・改善と労働者の
保護を理解すること」と示している。
これらの学びを実現するために本単元
では、私企業の目的・株式会社の仕組
み・労働組合の意義と課題・ワーキン
グプア・ワークライフバランス等を学
習内容としている。 
 学習者の多くは将来労働者になると
予想できるため、労働者の立場から、
時代とともに変化する労働環境に潜む
問題点に気づき、提起していく態度を
育成することは非常に重要なことであ
り、社会の実情を多様な視点で捉える
ことができる本単元の学びは大いに意
義深いものだと考える。 

［生徒の実態から］ 

 本学級の生徒(34 名)に対し「労働」についての
以下のアンケートを実施した。 
問１ 将来働きたいと思いますか。 
  働きたい…79％(27 人) 
  できれば働きたくない…21％(７人) 
問２ 働くのであればどのような環境で働きたいで

すか。 
  給料が高い…41％(14 人) 
  休みが多い…41％(14 人) 
  残業が少ない…11％(4 人) 
  その他…仲が良い・設備面 8％(2 人) 
問３ 自分が望む労働環境でなければどうします

か。 
  やめる、転職する…67％（23 人） 
  我慢する…29％(10 人) 
  労働組合関連の回答…2％(1 人) 
問４ 労働についての法律や労働環境を変えようと

している取り組みで知っているものを教えてく
ださい。 

  ・労働基準法と働き方改革各 1人ずつ。 
以上から明らかになった本学級の生徒の傾向は次

の３点である。 
① 働きたくないと回答があることから勤労の義務

を知らない生徒がいる。（問１から） 
② より良い職場環境を求めているが、そうでない

場合の行動の仕方が分かっていない。（問２・３
から） 

③ 労働に関しての社会の決まりや動きについての
認識がほとんどない。（問４から） 
①～③から分かることは、働くということに対し

て消極的な面があり、より良い職場環境を構築しよ
うとする社会の動きや自己の訴えでその環境を変え
られる可能性があることを分かっていないため本単
元の学習を通してその認識を再構築させていきた
い。 

【単元の指導にあたって】 
 そこで本単元の指導にあたっては、現在の社会的論争問題である「働き方改革」を単元課題として取り上げ、それに関

連する労働条件や企業の競争、労働組合の意義等を学ばせながら、生徒のもつ勤労観や労働観の変革を図っていきたい。 

 そのために第一次では、まず生徒に保護者へのアンケートを行わせ、労働をより身近なものとし、学習意欲を喚起させ

る。【着眼１】その後、「働き方改革」の内容について学習し、そこに付随する企業の実態や競争力、社会的公平性、労働者

の健康等についての認識を深めていく。その際、単元を貫くワークシートを準備し一単位時間ごとに「働き方改革」の是非

について問うていく。そうすることで、雇用者や労働者を取り巻く環境が、いかに多面的かつ多角的なものであるのかを時

間の経過とともに分からせていきたい。次に第二次では労働に関わる外的要因（政治、社会情勢等）について考えさせてい

く。その際、外的要因が実際に労働者にどのような影響を与えているのを認識させるために、事前にとったアンケートを再

度確認させ、それらを第一次の学習と結びつけることでさらに多様な視点から労働に関わる社会の実情を捉えることができ

ると考える。最後に第三次では単元課題に対して意志決定を行う。「働き方改革」の是非を判断するには、今までの学習だ

けでなく、様々なステークホルダーの意見も重要となってくる。しかし、実際にステークホルダー達の議論の様子を生徒が

聞くことは難しい。そこで、「chatGPT」を活用する。「chatGPT」での様々な立場同士の議論、それに対する質問を生徒が行

うことで、より多面的・多角的に結論を述べることができると考える。【着眼２】 

 以上のような学習過程を経て、生徒の勤労観及び労働観を養い、将来公民として働くための展望をもたせていきたい。 



３ 目標 

○ 現代の生産活動のしくみと労働に関する権利や諸問題を説明することができる。 
【知識及び技能】 

○ 現代の労働に関して、雇用者や労働者を取り巻く環境を説明することができる。 
【知識及び技能】 

○ 企業の生産活動における役割や責任、社会生活における労働の意義について考察すること
ができる。                      【思考力、判断力、表現力等】 

○ 「働き方改革」を題材として、そこに関わる様々な要因を分析することで多面的・多角的
に現代の労働について考察することができる。      【思考力、判断力、表現力等】 

○ 労働に関わる社会的な課題についての解決を目指し、主体的に自らの見解をつくり出そう
としている。                     【学びに向かう力、人間性等】 

４ 単元計画（全８時間） 

時間 学習内容 評価規準 

第一次 

３時 

 

 

導入 保護者に対してアンケートをとる。 
  （宿題）【労働時間、休日、職場環

境、会社独自の施策等】 
１ 働き方改革関連法について学び、なぜ

このような法律が出されたのか、その背
景を考える。 

２ 公企業と私企業の違い及び、株式会社
の仕組みについて学ぶ。 

３ 良い会社、悪い会社について考え、そ
こから派生する労働者の健康や社会的公
平性について考察する。 

４ 労働組合の組織率の低下がどのような
影響を与えてしまうのかを、組合の意義
を踏まえて考察する。 

５ 各時間末にワークシートに単元課題に
対する考えをその都度書く。 

 
 
 
 
 
 
□働く理由について、多面的・多角的に
考え表現している。   【思・判・表】 
 
□私企業と公企業の違い及び、株式会社
の仕組みについて説明できる。【知・技】 
□現代の企業は社会に対して負ってい
る責任について考察し、表現している。 

【思・判・表】 
 
 
 
□ワークシートに各時間の学習内容が
表出している。      【主体的】 

第二次 

２時 

１ 労働に関しての法律とその内容を学
ぶ。また、現代の政治が労働に対してど
のような方向に進みつつあるのかを考察
する。 

２ ワークライフバランス等、労働者が継
続して働くことができるための考え方を
知る。 

３ 保護者のアンケートを再度確認する。 
 その結果を単元の学習内容と照らし合わ

せ、実際の職場ではどうなっているのか
を考察する。 

 

□現代の労働に関する動きをその背景
とともに説明することができる。 

【知・技】 
 
□労働者目線でどのような職場環境が
望ましいのか、企業とのバランスを考
えて考察できる。   【思・判・表】 
□アンケートをもとに、実際の労働環
境と法律や社会の情勢が適合している
のかを追究しようとしている。 

【主体的】 

第三次 

３時 

 

本時 

１ 第一次、第二次の学習内容を踏まえ
て、単元課題に対して意志決定を行い、
その理由を考える。 

２ 自己の結論をもとに単元課題に対し
て、他者と議論をした後、chatGPT でス
テークホルダーの意見を参考にしてグル
ープで最終的な結論を出す。 

３ 現代の労働について、単元の学習内容
全てを踏まえてまとめを行う。 

□意志決定内容が単元の学習内容を踏
まえたものとなっている。 

【思・判・表】 
□多面的・多角的に現代の労働につい
て捉え、最終的な結論を出すことがで
きている。      【思・判・表】 
 
□前時までの学習内容がまとめに表出
している。      【思・判・表】 

単元課題：働き方改革を、公平な目線から評価しよう 



５ 本時 令和５年 11月９日（木） ５校時   於：３年１組教室 
（１）主眼 
  「働き方改革推進法」を他者との議論や AI内の議論を参考に多面的・多角的に評価するこ

とができるようにする。 

（２）研究の視点 

（３）展開 

段
階 

主な学習活動 指導上の留意点と評価 
配
時 

見
通
す 
 
 
 
 
つ
く
る 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
深
め
る 
 
 
 
 
 
 
ま
と
め
る 

１ 前時までの学習内容を確認する。 

 

 

２ めあてを確認し、本時の流れをつかむ。 

 

 

 

 

３ 今までの学習をもとにグループで「働き方改革

を評価する。」 

４ 構築した意見をもとに、chatGPT の議論を参考

にしたり、批判をしたりして意見の再構築を行

う。 

５ 抽出グループが全体で発表を行う。 

  

６ 全ての学習過程を経て、「働き方改革関連法」

を評価する。 

○ 前時までの学習内容を確認し、本時の学びにつなげ

るために、単元を貫くワークシートを確認させる  

 

○ 本時の流れとゴールを見通せるようにするために、

めあては問の形で生徒に提示する。 

 

 

 

○ 前時までの学習を踏まえた結論となるようにするた

めに、単位時間ごとに述べてきた結論を振り返らせ

る。 

○ 前時までに個人で出した結論をもちよりグループで

考えさせる。その際、意見を一つにまとめるだけでな

く、自分にはなかった視点を他者の意見から読み取ら

せる。そうすることで、より多面的・多角的に意見を

構築できると考える。 

○ 全グループが意見を構築できるようにするために、

まとまらずに対立が起きているグループは、どのよう

な点で対立が起きているのかと問う。その返答を学級

全体で共有し、他のグループからも意見をもらうこと

で、合意に近づくようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

○ chatGPT の議論をより精査し、グループ内の意見に

反映させるために、グループで議論の様子を読み、自

分たちが考察できていなかった部分を抜き出させる。 

【着眼２】 

○ chatGPT は思考する AIでなく、あくまで情報をま

とめた AIであるので、全てを正しい情報として捉え

ないよう指導を行っておく。 

○ chatGPT の意見につられないようにするためにプロ

ンプトに「結論を出さず」と記入する。 

○ さらなる深まりを目指すために、他のグループの参

考となるようなグループを抽出し全体で発表させる。 

○ 「働き方改革関連法」が良し悪しだけで終わらない

ようにするために、法自体を評価させ、それをまとめ

とする 

◇ まとめに今までの学習内容を踏まえた考えが表出し

ているか。【ワークシート】 

２ 
 
５ 
 
 
 
１
５ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１
５ 
 
 
５ 
 
 
 
 
 
８ 

【着眼１】単元や授業の過程における、学習意欲を喚起するための工夫 
 ・単元の導入において、保護者に労働に関するアンケートとることで、働くということを身

近なものとし、学習意欲を喚起する。 
【着眼２】「一人学び」や「協働学び」における、自分の考えをつくり、広げたり、深めたり

するための ICT 機器の効果的な活用 
 ・単元末の「協働学び」において、より意見が深まるようにするために、chatGPT を活用し、

単元課題を解決するために必要なステークホルダーの議論を参考にする。また、それらの立
場に問い返し等を行う。ただし、あくまで AI の声という側面があるため、どの情報を使う
かは判断させる必要はある。 

めあて：働き方改革を今までの学習や本時の学びを通して評価しよう。 

〈予想される生徒の結論〉 

【賛成】 
 私は働き方改革は今以上に推進していくべきだと

思います。なぜなら、未だに健康を害するような環境

で働いている労働者もいますし、法や社会の動きもそ

れを無くすような風潮が広がっています。昔あった残

業を美徳とするような考え方は全面的に廃止し、改革

を進めていくべきだと思います。 

【反対】 

 私は、働き方改革に疑問を感じる面があります。な

ぜなら、法や社会は残業などを無くす動きがありま

す。確かに会社にいる時間は少なくなりますが、帰宅

して仕事をしている人が多いことを知り、仕事量は変

わらないのに、残業代が出ないことで給料が減ってい

る現状があります。そのため法で強制するのでなく、

会社独自にしたら良いかと思います。 

〈chatGPT 内で議論を行うステークホル
ダー〉 
・政府、企業、中小企業労働者、 
学術機関、市民団体 


